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【概 要】

イノシトール 1,4,5-三リン酸［Ins(1,4,5)P3］は細胞内情報伝達経路の重要な一翼を

担っている 我々は約１０年前にラット脳から分子サイズ 130kDa の新しい Ins(1,4,5)P3。

結合性タンパク質を見いだした。さらに最近になってタイプ２とも言えるような類似の

分子が発見された。これらの分子はいずれもホスホリパーゼＣ-d（PLC-d）と類似のド

メイン構造を有しているが PLC としての酵素活性はない。したがって、このファミリー

に PRIP（PLC-Related catalytically Inactive Protein, PRIP-1 と PRIP-2）という名称を

提唱している。PRIP 分子の機能解明を目指した研究過程で、本分子が GABAA 受容体の

機能構築に重要な働きをしていることが分った。しかし、その分子機構の詳細は不明で

ある。GABAA 受容体は不眠、不安、緊張、けいれん、てんかん、記憶などの複雑な脳・精

神機能を形成する分子基盤の重要な一角をなし 「人の心」の健康の維持に重要な働きを、

している。強く正しい咬合は「人の心」の健康に大切であると言われ、また口腔感覚の

中継路である中脳路核に GABAA 受容体が多く分布しているということと考え合わせる

と PRIP の働きを GABAA 受容体の機能との関連で研究し さらに咬合の働きを GABAA、 、

受容体が関わる心身の健康との関連で科学することの意義は大きい。

【期待される成果】

本研究によって、学術的には GABAA 受容体の機能的構築における PRIP 分子の重要

性が分子レベルで解明され 咬合不全は PRIP 分子の発現や分布の異常 さらには GABAA、 、

受容体の機能異常をもたらし、正しい咬合が「人の心の健康」に重要であることの一面

を科学的に実証することが期待される。社会的には「咬合」と「人の心の健康」の関連

が強く認識され、口腔衛生思想の普及に役立つことが期待される。
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